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「21.3世紀の  
     グローバルナビゲーターの育成」

本校SGH研究開発構想名



GLOBAL NAVIGATOR
日本人として１５年後の未来に飛び出せるグローバルナビゲーターとは

　　・豊かな想像性と旺盛な好奇心がある
　　・多種多様な国や文化、立場、言語を乗り越え協働できる
　　・多角的な視野をもち、専門的知識と関連付けられる
　　・失敗を恐れず実験し、行動し続ける

英語力

2. コラボレーション
とリーダーシップ

3. 俊敏性と適応力

６. 情報アクセス力
と分析力

7. 好奇心と想像力

５. コミュニケーション力

4. 起業家精神

1. 批判的思考

立命館大学
京都大学
一橋大学

京都工業繊維大学
University of Sussex

CSU, Stanislaus
その他５大学

大学
エチオピア（１校）
ベトナム（１校）
インドネシア（１校）
中国（１校）
台湾（１校）
カナダ（２３校）
イギリス（９校）
アメリカ（１１校）

協働校

　　Table for Two・日本旅行・Google　
　　　山ばな平八茶屋・堀場製作所 
　　　　マッキンゼー・日吉・JA 

世界銀行  ・ 国連開発計画
World Food Programme  ・  UNOHCHR

          テーマ

国際開発協力
国家間、国際レベルでの開発援助の
　手法を学び、実践する

ビジネス
世界展開しているビジネスの手法を
   学び、実践する

世界の人々と協働して
解のない課題に挑み、
結果を出す喜びを
体験することで、
アクティブラーナー
として教科学習に取り
組むことができる。

教師はコアグローバル
スタディーズ（KOA）
で様々な教育実践を試
行吟味し、より良いも
のを主要科目に導入す
ることができる。

アジア　・ 　アフリカ
　　　　　　　　　　　  地　域

各プロジェクトは、
その都度用意されるルー
ブリックに基づき評価さ
れ、８つのスキル（KG
スキル）毎の得点がチャ
ート上に示される。

KOA
アクティブラーニング

ウィキ  ・ プレゼンテーション  ・  Global Simulation Gaming  ・ ソーシャルメディア
留学　・　オンラインコラボレーション　・　フィールドワーク

英語 理科 数学 社会 国語  。。。

KYOTO GAKUEN
Junior & Senior High 

School

食

英語力
好奇心と想像力

情報 
アクセス力と 

分析力

コミュニケーション力
起業家精神

俊敏性と適応力

コラボレーション 
とリーダーシップ

批判的思考力 
問題解決能力

8つの「KOA Global Skills」



「食」



１年次「KOA Discovery」



キーワード

Problem Tree

Logical Thinking

MECE［重複なく漏れなく］
（Mutually Exclusive and Collectively Exhausted）

（問題分析系図）

（ロジカル・シンキング）



用意したルーブリック



優秀作品



NPO法人アントレプレナーシップ開発センター主催 

The Global Enterprise Challenge

国内予選１位



野菜を育ててみる経験



２年次「KOA Business」



フィールド・トリップの様子



3年次「グローバル・シミュレーション・ゲーミング」

テーマ： 
Food Security「食の安全保障」

“３人称 から １人称 へ”



グローバル・シミュレーション・ゲーミング

東京大学と立命館大学国際関係学部が 
共同開発した実践的な教育の取り組み

GSG (Global Simulation Gaming) :



・加盟国代表団による国際会議 
・議長も加盟国が実施する 
・加盟国代表同士の外交、締結文の採択 
・１対１の交渉

GSG と 模擬国連 の違い
模擬国連：　

GSG：　
・国だけでなく、国連機関・NGO・企業も参加 
・それぞれが大統領、財務大臣などの役職に就く 
・１対１だけでなく、多対多の交渉 
・予算の概念を取り入れる(実際のGDPを元に) 
・会議は模擬国連の２割程度



シミュレーションと現実のリンク

？
？



セント・ペドロ・ポベダ・カレッジとの共同作業

１対１の交渉 宣言文作成多対多の交渉



セント・ペドロ・ポベダ・カレッジとの共同作業

１対１の交渉 宣言文作成多対多の交渉



セント・ペドロ・ポベダ・カレッジとの共同作業

１対１の交渉 宣言文採択多対多の交渉



GSGの様子のご紹介



フォーマル・アグリーメント・レコード・フォームの例



締結内容例



締結内容例



宣言文



宣言文



では実際に 

GSGを体験しましょう



テーマは「水の安全保障」
皆様にはこれから３つのグループに分かれていただき
ます。 
Group1  国家（先進国・発展途上国） 
Group2  国連機関 
Group3  NGO 

テーマに即して、今後他のグループと交渉等を行う場
合、どのような情報が必要となるか？ 



・国家 
(先進国) 
自国の現状、水質改善等の技術 
(発展途上国) 
水質汚染の現状、インフラの現状 
・国連機関 
過去の水質汚染などに関する事例・条約の情
報収集 
・NGO 
中立な立場として何ができるか、過去の事例

参考例



GSGを通して「KOA Global Skills」 
を考察する

１.批判的思考
問題解決能力

２.コラボレーションとリーダーシップ
それぞれがリーダーのポジションに

３.俊敏性と適応力
現実とのリンクに対応する



GSGを通して「KOA ８スキル」を考察する

４.起業家精神
リスクをとる
新しいことの提案
皆が気になる話題（提案）の提供

5. コミュニケーション力
口頭だけでなく文章による意思疎通
ビジョンを簡潔に口頭で説明する
二国・他国との交渉



GSGを通して「KOA ８スキル」を考察する

６. 情報アクセス力と分析力
適切な情報源から信憑性のある情報を

７. 好奇心と想像力
既成概念にとらわれないアイデア・行動

８. 英語力
正式な交渉時には英語を使用



昨年度３年生の英語力

英検　準１級 23名
IELTS7.0以上 １名
IELTS5.0以上 49名

全員がCEFR B2を達成



GSGを実施して　反省と課題

①　実施時期とグループ分け
②　国際化会議のルールの習得

Parliamentary Procedure

③　どこまで生徒をコントロールするか
点を教えても、つなぐ線は教えない

④　教員に求められるGSGの知識


